
 

 

 

 

 

        

 
—前期の成長を力に、充実の後期へ 

千葉市立第二特別支援学校 教頭 
朝夕の心地よい風に秋の深まりを感じる季節となりました。保護者の皆様におかれまして

は、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

 

さて、「前期」が区切りを迎え、折り返しとなる「後期」がスタートいたしました。４月の

入学・進級からの半年間、子供たちは日々の授業や学校行事、生活の中で大きく成長してま

いりました。授業で関心をもって課題に向き合う姿や、友達と一緒に運動や活動に取り組む

姿、互いの頑張りを認め合う姿などが、さまざまな場面で見られました。一人一人が持てる

力を発揮し、挑戦しながら前進してきた半年間は、子供たちの大きな自信となっております。

ご家庭や地域の皆様の温かい見守りとご支援に、心より厚くお礼申し上げます。 

 

秋は「実りの季節」と言われるように、後期は前期で培った学習や生活の基礎を土台に、学

びを深めていく時期ととらえています。これまでの成果をさらに伸ばし、確かな学びや心身

の健やかな成長へと結びつけていくために、日々の教育活動のさらなる充実を図ってまいり

ます。「いつでも」「どこでも」「だれとでも」力を発揮できるよう学習環境を整えるとともに、

教職員同士の連携も図っていきたいと考えています。 

 

さて、後期には子供たちが力を発揮し、共に楽しむ行事も控えております。 

１１月７日（土）運動会に向け、１０月２６日（月）から運動会特別日課が始まります。運

動会では、みんなで協力して活動する楽しさや競い合ってがんばる楽しさ、集団行動を身に

つけ、体を動かす楽しさを味わうことを目指して学習を進めます。今年度は開府９００年記

念運動会と銘打って、セレモニーを行う予定です。記念となる運動会を子供たちと共に作っ

ていきたいと考えています。運動会に際しての準備等でもご協力いただくことが多くあると

思いますが、よろしくお願いします。 

 

前期から継続してきた学習の積み重ねを生かし、本校の目指す子供像である「にこにこ元

気でじょうぶな子」「よく学びよく遊び自分でできる子」「うれしさがんばり認めあう子」の

具現化に向けて取り組んでまいります。引き続きご理解、ご協力をよろしくお願いします。 
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